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指
導
が
必
婆
と
な
り
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
、
宮
治
会
を
遇
し
て
説

明
会
を
椅
き
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
沼
窃
を
参
考
に
。

四
月
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
新
平
塚
方
式
「
新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
」
は
、
十
舟

か
ら
残
さ
れ
た
地
区
、
神
田
、
城
島
、
義
郎
、
凋
腕
明
、
金
泊
、
金
目
、
土
沢
地
反
を
実
施
し
ま
す
。

新
し
い
分
別
収
集
は
、
可
燃
ご
み
、
可
燃
不
透
ご
み
、
資
源
再
生
ご
み
、
臨
時
ご
み
に
氏
分
し
て
い

ま
す
。
も
え
る
ご
み
は
「
可
燃
ご
み
」
と
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
の
排
出
の
方
法
で
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
も
え
な
い
ご
み
は
、
「
可
燃
不
透
ご
み
」
と
「
資
源
再
生
ご
み
」
に
分
別
し
て
、
月
二
回

伺
一
回
、
同
一
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
す
。
新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
自

治
会
を
過
し
て
、
説
明
会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
四
四
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
か
ら
実
施
す
る
神
的
、
域
ご
み
と
可
燃
不
透
ご
み
の
収
集
臼
七
月
と
実
施
し
て
き
ま
し
た
地
区

島
、
豊
田
、
岡
崎
町
、
金
田
、
金
を
、
間
一
臼
、
向
一
ス
テ
ー
シ
ョ
は
、
可
燃
不
適
ご
み
と
資
源
再
生

目
、
土
沢
地
区
で
は
、
資
源
再
生
ン
に
し
ま
し
た
ロ
四
月
、
五
月
、
ご
み
の
収
集
日
立
隅
趨
す
つ
に
分

』
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
融
関
り
近
所
の
ふ
れ
あ
い
場
競
に

け
て
、
月
二
回
ず
つ
行
っ
て
い
ま
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
も
千
方
向
も
の
経
費
が
節
約
で
き
ま

す

J
」
の
点
が
、
高
か
ら
実
施
持
ち
煽
号
、
ブ
ラ
ご
み
の
中
に
す
。
し
か
し
、
分
別
し
な
け
れ
ば
み

す
る
地
区
と
の
違
い
で
す
。
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
源
の
山
も
、
た
だ
の
ご
み
の
山
ザ
」

「

そ

し

て

、

週

に

一

度

の

排

出

臼

に

な

っ

丈

量

す

る

費

用

だ

け

遺

骨
剖
を
す
る

王

宮

古

、

二

週

に

一

度

の

排

出

日

と

な

が

余

計

に

か

か

り

ま

す

。

杯

十

月

か

ら

実

施

す

る

地

震

、

る

た

め

、

早

朝

指

導

員

一

一

型

車

輯

的

指

導

を

明

尚

一

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

に

、

ビ

ン

、

す

む

こ

と

に

な

り

ま

す

。

旬

刻

『

。

カ
ン
、
布
、
故
紙
、
雑
誌
、
プ
ラ
資
源
湾
生
ご
み
と
可
燃
不
透
ご
ご
み
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
主

ご
み
、
燃
せ
な
い
と
み
、
乾
這
治
み
が
問
一
排
出
目
、
同
一
ス
テ
!
と
き
に
分
別
す
る
の
が
、
一
番
効
年

を
分
別
し
て
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
シ
ヨ
ン
と
な
る
た
め
、
分
別
が
難
粟
が
あ
り
ま
す
。
号
)
で
、
新
し
源

分
別
す
る
場
所
が
広
く
と
れ
る
た
し
く
な
る
の
で
は
と
、
心
配
も
あ
い
ご
み
の
出
し
方
を
定
着
さ
せ
る
榔
蝿

め
、
河
一
日
に
実
施
し
ま
す
。
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
会
の
要
ま
で
の
一
、
一
一
一
か
月
同
は
、
問
中

ピ

ン

や

カ

ン

な

ど

の

資

源

再

生

翠

や

メ

リ

ッ

ト

を

考

え

ま

す

と

、

.

ご
み
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
尚
一
呂
、
同
一
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

山
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
ビ
ニ
ー
ル
方
が
効
果
的
で
あ
り
ま
す
の
で
、

袋
は
、
可
燃
不
要
」
み
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
だ
け
持
ち
帰
り
、
次
な
お
、
問
丹
、
五
月
、
七
月
に

過
の
可
燃
不
適
ご
み
に
出
し
て
い
実
績
し
た
地
震
は
、
今
ま
で
ど
お

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
十
出
口
実
施
の
り
で
す
。

地
区
は
、
同
一
日
な
の
で
、
資
友

一
再
生
ご
み
を
出
し
た
後
、
ピ
一
丁
資
漉
は
大
開
別
立

ル
袋
も
ブ
ラ
ご
み
の
中
に
入
れ
る
新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
は
、

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ン
繍
諮
に
い
く
と
、
年
間
で
二
億
六
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時
の
事
故
百
三
十
六
件
(
一
一
六

軒
)
、
追
突
八
十
九
件
(
一
七

軒
)
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
安
全
運
転
違
反
(
百
三
十

七
件
)
、
一
時
不
停
止
(
七
十
八

件
て
右
・
友
折
違
反
(
五
十
四
日

一
二
輸
省
申
に
粂
る
と
き

件
)
、
交
差
点
徐
行
違
反
(
一
ニ
十
一

八
件
)
、
歩
行
者
保
護
違
反
(
一
一
一
一
マ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ
る

十
件
)
、
信
号
無
視
(
二
十
回
一
一
v
安
全
速
度
を
守
り
、
急
な
進
路

危
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
関
A
更
を
し
な
い

平
塚
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
一
マ
カ
1
ブ
の
手
前
一
、
下
り
坂
は
、

で
は
、
交
通
安
全
運
動
を
契
機
に
一
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
す

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
マ
一
一
時
停
止
「
徐
行
は
確
実
に

市
内
で
は
、
一
月
か
ら
七
月
ま
一
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
ミ
ニ
パ
イ
一
方
、
玄
通
事
故
は
、
出
合
い
一
の
正
し
い
着
用
」
吋
歩
行
者
、
自
一
マ
交
差
点
な
ど
で
、
右
原
左
折
す

で
に
五
草
八
件
の
交
透
事
故
が
一
ク
を
含
む
一
撃
の
事
一
散
が
こ
豆
票
最
も
多
く
百
四
十
八
件
(
一
一
一
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
」
一
る
寧
に
注
意
一
さ
ん
で
百
一
一
埼
ま
た
、
加
入
中
長
書
道

発
生
し
、
死
者
五
入
、
重
著
者
一
十
件
(
四
一
む
で
最
も
多
く
、
一
会
)
あ
り
、
次
い
で
右
-
喜
一
「
一
一
撃
を
中
心
に
無
重
苦
一
一
塁
少
し
耳
が
遠
く
さ
れ
た
一
族
に
な
っ
た
受
円
要
件
に
合
え

五
百
九
寸
七
入
室
し
て
い
る
。
一
こ
れ
は
豊
富
よ
り
四
十
一
一
件
一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
i
!
|
|
|

一
が
、
元
気
な
古
雪
ん
は
、
顔
色
百
年
金
が
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、

E綴
と
一
比
べ
る
と
一
増
え
て
い
る
。
ま
た
歩
行
者
の
事
一
色
襲
題
審
襲
撃
重
量
覇
覇
覇
覇
謹
藷
譲
襲
語
聾
襲
露
襲
撃

F

一
も
よ
く
、
毎
日
夕
食
が
待
ち
ど
お
一
マ
繍
害
者
と
な
っ
た
と
き
|
障
害

九
十
六
件
も
多
く
、
傷
者
も
百
八
一
放
は
八
十
件
(
一
五
炉
心
で
、
昨
一
弘
麟
灘
崎
議
端
準
認
議
離
麟
噛
離
識
噛
噂
噛
轍
噌
議
幣
輔
鱗
穏
繍
灘
駅
一
し
い
と
い
う
。
市
長
が
「
こ
れ
か
一
基
綴
年
金

入

場

そ

い

る

。

一

年

よ

り

士

一

事

え

て

い

る

。

藤

一

一

一

弾

一

一

鱒

議

内

藤

議

関

畿

一

ら

量

生

き

さ

だ

さ

い

」

と

一

2
1級

七
十
七
万
八

d
綴

関

関

襲

撃

議

議

総

繍

襲

撃

監

獄

勝

第

樽

線

機

均

一

い

う

と

、

「

は

い

、

あ

り

が

と

う

ご

一

千

五

百

円

、

2
級
六
十
一
万
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た

E;と主き震雲基

一
・
古
田
弥
助
(
代
宮
町

4

百
二
歳
)
一
・
年
金
高
額
六
ト
二
万
一
一
千
八
百

九
月
十
五
日
は
、
警
官
。
一
数
量
宅
午
前
の
部
と
午
後
一
参
加
者
は
大
喜
び
。
「
長
生
き
は
す
一
二
一
橋
ヨ
シ
(
襲
撃
一
向

一
れ
に
先
が
け
て
長
寿
を
お
祝
い
一
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ
、
午
後
の
一
る
も
ん
だ
ね
」
と
、
感
想
も
聞
か
で
木
村
あ
さ
の
(
唐
ケ
鎌
田
歳
ニ
マ
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
な
い
夫

一
よ
う
と
、
七
十
七
歳
以
と
の
お
一
部
の
式
典
で
、
結
婚
丘
十
年
を
迎
一
れ
た
。
プ
篠
原
忠
治
部
(
立
野
町
田
歳
)
一
が
死
亡
し
た
と
き

l
寡
婦
年
金

寄
り
五
千
百
七
十
一
一
一
人
を
招
待
一
え
た
百
五
十
組
の
夫
妻
と
、
結
婚
一
一
万
、
九
月
一
日
語
、
九
十
一
剛
主
八
重
大
部
(
夕
陽
ケ
丘
ア
年
金
額
犬
の
第
1

暴
露

丈
九
月
十
一
一
日
市
民
セ
ン
タ
一
六
十
年
を
迎
え
た
一
一
一
ト
組
の
夫
妻
一
八
歳
以
主
の
~
尚
一
齢
者
を
市
一
長
が
訪
一
回
歳
)
一
者
一
期
湖
の
老
齢
基
礎
年
金
の
4

で
、
平
塚
市
敬
老
祝
賀
会
が
間
一
主
意
義
っ
ぺ
一
間
し
、
基
告
と
金
一
封
を
贈
了
高
シ
メ
(
諏
訪
町
議
二
分
の
3
の
額

れ
た
。
一
誓
言
、
獅
子
て
ん
や
・
瀬
戸
っ
た
。
今
年
の
鳥
取
高
年
齢
者
は
、
了
青
木
キ
ミ
(
火
神
間
品
購
)
一
マ
留
民
年
金
加
入
者
が
死
亡
し
た

襲
言
、
今
年
か
ら
参
加
入
一
わ
ん
や
の
漫
才
な
ど
存
在
、
一
代
宮
町
長
住
ま
い
の
童
話
了
喜
七
出
代
(
唐
ケ
原
義
)
一
と
き
l
死
亡
一
室

場

一

l
i
l
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
-
-
一
保
襲
警
済
期
爾
が
3
年
以

一

一

ヒ

お

年

未

満

は

十

万

円

、

お

年

以

一

会

母

語

表

を

誇

一

上

初

年

未

満

は

十

二

支

千

五

百

一
メ
ド
本
ヨ
騎
手
、
j
く

一

一

J

1

1

;

一
円
、
初
年
以
上
お
年
未
満
は
十
六

都

一

層

県

市

に

意

見

や

要

望

を

一

万

円

、

差

以

上

は

一

一

十

万

円

。

一

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

市

保

険

年

金

紅

一

十

月

十

二

日

か

ら

十

八

日

ま

で

か

れ

る

。

一

諜

年

審

議

一

五

二

市
一
は
、
高
指
評
議
跨
で
あ
る
。
マ
ヨ
時
背
同
日
(
木
)
午
後

気
一
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
筒
、
県
、
市

1
時
1
4
時

点

主

一

昭

一

の

仕

事

に

つ

い

て

の

章

、

重

マ

会

場

平

家

串

央

公

民

館

奏

脚

…

京
一
や
、
交
通
事
故
の
融
制
償
、
法
律
関
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
調
停
協
合
宵
い

せ
警
に
つ
い
て
の
襲
を
受
け
る
会
(
重
訂

I
O五
一

一

一

一

)

豆

二

一

t
h
H
.市

合
同
相
談
」
が
関

1
富
民
年
金
J

主

一

一

I

一

ナ

一

;

中

…

四
一
マ
日
時
背
7
日

(

火

)

午

前

「

い

ろ

い

ろ

し

糊

捌

け

ιι
で

浩
一
一
山
時
1
7後
4
持

、

9

H

Z

表
員
い

樹
一

V
会

場

市

葉

市

民

ホ

ー

ル

恥

か

融

問

剛

一

時

一

ぬ

関

市

学

教

一

干

し

き

湯

舟

催

ー

と

会

市

主

一

援態麓援護軍

，、、
「
交
湧
宜
全
は
思
い
や
り
~
と
ゆ
ず
り
あ
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
弱

が
九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
一
一
一
十
臼
ま
で
の
十
日
間
行
わ
れ
る
。
こ
の
一
選
動
は
、
交
通
安
全
思

想
と
交
通
遺
憾
を
普
及
し
、
套
通
ル
ー
ル
の
帽
順
守
と
、
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
呼
び
掛
け
、
増
え
続
け
る
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

9
同
町

マ
会
場
港
小
学
校

マ
内
容
表
彰
式
典
、
県
警
官
同
楽

隊
と
カ
ラ
!
ガ
ー
ド
隊
め
演
奏
と

演
技
、
護
身
術
ほ
か

不
審
な
率
を
見

た
ら
警
察
署
へ

一
市
一
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
一
あ
げ
て
い
る
。

一
防
犯
逗
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
一
「
カ
ギ
か
け
は
、
家
族
み
ん
な

一
今
回
の
璽
占
、
呂
標
は
、
泥
棒
の
半
一
の
合
い
言
葉
」
を
心
掛
げ
、
犯
襲
警
暴
で
は
、

市
内
で
は
、
一
一
数
を
占
め
平
易
車
警
の
他
菜
一
の
な
い
切
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
一
を
根
絶
す
る
た
め
、

で
の
半
年
間
で
、
刑
法
狗
か
一
り
物
海
の
め
止
を
は
ド
話
、
侵
入
一
進
し
よ
う
。
一
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

百

四

件

発

生

し

、

そ

の

八

一

盗

の

紡

止

、

少

年

非

行

の

妨

止

を

一

一

こ

れ

ら

の

事

件

に

は

、

に

当

た

る

一

千

十

三

件

が

窃

盗

一

一

が

よ

く

使

わ

れ

て

い

る

。

(

泥

樺

)

の

被

害

で

あ

る

。

一

理

小

で

仲

間

詑

推

進

大

金

を

一

車

す

る

と

き

は

、

言

こ
れ
ら
犯
罪
を
な
く
し
、
安
全
一
防
犯
遼
薮
の
初
日
に
、
防
犯
モ
一
を
抱
い
て
紡
犯
推
進
大
会
が
開
か
一
き
、
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
よ
う
。

で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
一
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
港
地
認
で
、
一
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
ぉ
、
不
審
な
車
を
見
た
ら
、

警
察
、
防
犯
協
会
、
市
が
一
県
警
音
楽
隊
、
マ
日
時
ぬ
丹
江
臼
(
土
)
午
前
一
明
書
へ
ご
連
絡
を
。

。
一
韓
議
樟
癌
鎖

9
月
四
日
(
木
)
、

9
汚
回
目
(
火
)

日月
2
日
(
木
)
、
四
月
M
日
(
火
〉

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
資
記
、
横
紙
、
潤
盤
面
制
緩
同
月
8
日
(
水
)
、
日
時
5
同
時

〈
〉
住
宅
構
談

9
月
訪
日
(
火
)
、
日
時
S
国
時

〈
〉
一
離
市
仲
間
報
総
轄
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
a

祝
日
は
除
く
)

。
靖
毅
生
活
相
談

9
月
四
川
口
(
金
)
、
訪
日
(
金
)
、
刊
月
3
日(金)、

叩
時
L
日時

〈
〉
下
輯
取
引
相
談

9
R
回
目
(
木
一
、
日
時
却
分
今
日
時

〈
〉
定
例
年
金
揖
畿
四
月
9
臼
(
木
)
、
日
時
1
日
時

。
一
発
明
帯
輩
特
許
相
談
刊
月
6
臼
(
月
)
同
時
1
日
時

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

一
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受
け
た

一
期
間
を
あ
わ
せ
て
、
二
十
五
埠
以

識
停
委
員
と
弁
護
土
に
よ
る
良
一
ー
よ
あ
れ
ば
老
齢
慕
穏
年
金
が
受
け

家
事
の
無
料
調
停
相
制
緩
が
開
一
ら
れ
る
。

融
問
少
年
制
帽
談
宮
一
(
市
民
セ
ン
タ
二
階
)

一一

月
t
j
金
曜
日
9
時
ら
四
時
土
瞳
臼
は
日
時
ま
で

O
舗
み
ご
と
は
介
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
4

日

ω
j七
八
一
一
一

O

丹
S
土
曜
日
9
時
I
H時
回
分

議

役

会

館

お

よ

一

一

一

一

三

一

一

一

〈Y
心
配
ご
と
楊
鋭
樟
遜
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
母
一
手
相
酷
垣
週
月
1
金
曙
白
、

9
時
3
日
時
加
分

。
車
躍
児
童
相
談
毎
理
月
3
金
曜
日
、

9
時
1
日時

。
高
齢
者
磯
韓
相
談
毎
週
月
1
金
曜
臼
、

9
時
加
分
5
日
時

土
瞳
臼
は
四
時
ま
で

0
…
購
入
揖
絞
毎
月
第
3
木
曜
日
目
時

js日時



原
)
、
近
藤
康
夫
F

小
叫
市
)
、
漕
一
山
正
直
(
事
ケ
崎
市
)
、
一
円
下
一
一
豊
明
(
川
崎
市
)
、
中
村
加
代
一
る
最
低
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。

的
要
一
(
績
須
賀
市
)
、
石
川
友
一
鎌
(
横
浜
市
)
、
谷
合
ぶ
主
(
東
一
一
小
田
原
市
)
、
越
水
辰
哉
(
秦
一
こ
れ
に
適
合
し
な
い
建
物
を
建

二
(
東
京
都
)
、
年
山
記
民
(
勝
一
京
都
)
、
相
原
心
一
(
秦
野
市
)
、
一
野
市
)
、
向
田
州
弘
(
平
塚
市
黒
一
築
す
る
と
環
境
が
態
化
し
、
災
害

沢
市
)
、
渡
辺
治
(
績
浜
市
)
、
針
一
十
日
山
佐
一
郎
(
東
ぶ
都
)
、
菅
野
一
部
丘
)
、
矢
島
嘉
人
(
東
京
都
)
、
一
に
対
し
て
一
弱
く
危
険
で
あ
る
。

一
和
市
問
ヒ
ロ
シ
〈
伊
勢
原
市
)
、
鈴
一
今
年
も
十
月
十
一
日
か
ら
十
七

一
木
康
夫
f

茅
ケ
崎
市
)
一
日
ま
で
の
一
週
間
、
選
比
建
築
物

一

7
1
1
1
1
1
i
I
|
|

一
防
止
趨
問
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

一

一

る

。

こ

れ

に

あ

わ

せ

、

士

一

全

開

違

反

建

築

一

月

十

五

日

に

、

妻

建

一

物

の

妨

止

週

間

一

内

一

斉

パ

ト

ロ

ー

ル

乏

一

一

に

な

っ

た

一
建
築
基
準
法
は
、
連
築
物
の
敷
一
間
い
九
日
わ
せ
は
、
市
四

一
地
、
構
造
、
設
備
、
用
途
に
問
問
す
…
課
(
内
線
六
O
九
)
へ
。

品作の氏下武たつな欄
第
一
一
十
六
回
平
塚
七
夕
ま
つ
り
で
「
夜
の
七
夕
」
武
下
倍
犬
(
碍
一
古
本
高
明

(vr
塚
市
病
原
)
、

開
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
行
わ
一
山
県
玉
野
市
)
一
樋
口
勝
(
横
浜
市
)
、
ぇ
塚
勝

3

れ
、
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
審
査
一
{
儀
義
組
貰
}
一
(
東
京
都
)
、
築
け
省
一
一
(
平
塚

札
結
巣
は
、
次
の
と
お
り
。
一
・
「
七
夕
の
佼
崇
い
安
達
久
男
一
市
中
間
忠
)
、
小
林
真
(
一
品
子
市
)
、

野
最
優
秀
設
に
輝
い
た
武
下
信
夫
一
(
横
浜
市
)
一
海
野
浪
雄
「
横
浜
市
)
、
耳
目
山
正

ベ
さ
ん
は
、
向
山
祭
玉
野
市
に
お
住
一
・
「
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
」
飯
山
武
次
一
勝
(
横
浜
市
)
、
山
口
芳
男
(
平

持
ま
い
で
、
広
角
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
一
郎
(
平
塚
市
袖
ケ
浜
)
一
塚
市
万
凶
)
、
萩
原
紘
(
横
浜

徒
七
夕
を
シ
ン
ブ
ル
に
表
現
し
た
の
一
[
特
別
愛
〕
一
市
)
、
小
原
清
(
績
浜
市
)

配
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
写
真
桜
一
一
一
・
「
七
夕
ま
つ
り
風
抱
一
日
」
汚
崎
安
一
{
入
選
}

十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
一
太
郎
(
平
塚
市
田
村
)
一
・
内
田
敏
彦
(
平
嫌
市
古
野

宴

後

努

怠

以

下

敬

称

略

一

{

抽

選

}

一

町

)

、

向

本

高

約

一

平

塚

市

南

鶏

壊

建

築

物

の

救

助

制

訓

練

る

平

塚

市

総

点

目

防

災

訓

練

が

、

8

げ
月
引
け
へ
り
)
と

9
月

1
日

制
(
円
け
)
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
地

理
欝
と
津
波
訓
練
を
中
心
と
し
て
行

間
わ
れ
ま
し
た
。

』
唱
~
引
幻
品
口
臼M
の
地
震
訓
仇
繰
概
に
は
、
山
山
叫
下

J

地
ロ
区
陀
4
千
8
百
世
帯
の
住
民
を
対

刊

象

に
H

午
前
9
符
m鉛山穿門分対往山椙相模湾を

一Ww

震
梢
源
師
と
す
る
大
規
模
地
4

露宮震属が発生

制
し
、

融
な
ど
の
被
宮
害
口
が
生
じ
た
市
と
い
う

ザ相霊t定足
の
も

Eとで
員
爵
雪
れ
主
ま
し
主
た

O

ニ
避
掛
難
珠
す
号
ハ
佐
印
日
弐
氏
の
中
に
は
、
h

会官去パ

ぺ
勺
}
傷
者
を
担
翠
加
架
木
や
リ
ヤ
力
l
で
運
ぷ

光
景
も
あ
り
、
訓
練
と
は
い
え
、

緊
迫
し
た
場
関
も
見
ら
れ
ま
し

た。
訓
練
会
場
で
は
、
橋
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の
復
旧
訓
練
、
住
民
参

加
に
よ
る
初
期
消
火
、
熔
と
炎
か

ら
の
税
山
山
町
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、

災
害
を
鳥
取
少
限
に
防
く
た
め
に
は

ま
ず
、
自
分
の
身
の
回
り
の
備
え

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

参
加
者
は
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

七
夕
ま
つ
り
克
行
委
民
会
で
じ
ゲ
コ
ン
テ
ス
ト

ι

は
、
昭
和

は
、
第
一
{
六
同
市
十
時
時
七
夕
ま
六
十
七
年
六
月
f
m川
口
口
(
日
)

つ
り
反
省
会
の
席
i
、
来
年
の
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
第
一
一
一
十
七
回
平
塚
七
夕
ま
つ
な
お
、
現
花
、
七
夕
ま
つ
り

り
」
の
円
如
何
を
決
め
た
。
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
東
海
道

昭
和
六
十
一
年
七
汀
二
一
日
本
通
り
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

(
金
)
か
ら
七
円
け
じ
け
(
火
)

i
ル
化
の
工
事
中
で
、
来
昨
の

ま
で
の
丘
打
開
ー
ま
た
、
七
夕
七
夕
ま
つ
り
は
、
新
し
い
七
夕

ま
つ
り
に
華
を
添
え
る
で
ミ
ス
ま
つ
り
の
幕
開
け
と
な
る
。

うよく婦を一光額
以の火約

一

道

路

は

、

す

る

こ

と

に

な

る

。

だ
一
に
桑
一
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
む
後
退
し
た
土
地
は

此
一
室
て
住
み
よ
い
ま
ち
一
つ
く
り
一
後
退
部
分
の
土
地
は
露
と
み

崎
一
の
た
め
、
生
訴
道
路
の
隔
は
、
間
一
な
さ
れ
る
た
め
、
建
築
物
(
門
や

札
紘
一
日
川
以
上
を
確
保
し
よ
う
。
一
塀
等
を
含
む
)
安
建
て
る
こ
と
は

一
む
犠
一
員
は
4
H引
以

上

一

で

き

な

い

。

一
建
築
基
準
法
で
は
、
道
路
幅
員
一
な
お
、
こ
の
後
送
し
た
部
分
の

一
は
間
口
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
一
土
地
は
、
市
が
一
平
万
M

州
当
た
り

一
る
。
建
物
を
新
築
、
増
改
築
す
る
一
市
民
由
化
区
域
内
で
は
包
万
二
千
円

一
と
き
は
、
前
面
道
路
の
幅
員
が
四
一
以
下
で
、
志
向
化
論
撃
宮
域
内
で

裏
一

M
以
上
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
一
一
昭
二
万
四
千
円
以
下
で
買
い
上
げ

型
。
一
議
開
閉
か
ら
捧
謬
智
一
る
制
度
が
あ
る
。

轍

一

尊

重

議

員

が

評

議

一

ま

た

、

「

毘

定

資

産

税

叶
一
の
場
合
、
基
本
的
に
は
道
路
中
心
一
地
)
の
減
免
の
適
用
」

庁
、
一
線
か
ら
こ
れ
返
っ
た
と
こ
ろ
を
道
一
獲
備
お
よ
び
助
成
」
左

叫
一
路
境
界
線
と
み
な
し
て
、
敷
地
の
一
霞
奨
励
犠
助
金
制
度
」
h

尚
一
利
用
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
前
面
一
遇
制
刷
度
が
あ
る
。

は
一
道
一
絡
が
一
一
一
以
の
場
合
、
現
状
の
位
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
惜

欄
一
霞
(
中
j
h
u

線
か
ら
了
五
り
か
一
課
(
内
線
四

O
一ニ)へ。

A

令
ら
さ
き
に
五

Q
今
後
退
し
て
利
用

く付
帯iこ対する護軍主主、 苦晋機、 聖書室翠運吉

9月18<ヨ(氷}

・10時 -12時南館公民館

-14時-16時松が丘公民館

・19時-21時中原公民館

宮湾25<事 {ホ}
・10時 -12時 四 之 宮 公 民館

-14時-16時八幡公民書官

.19時-21時大野公民館

盟湾3岳寝 (!k) 

-10時-12時樺岸地誌会館

・14時-16時なでしこ金銭

・19時 -21時花水公民館 拐当公隠緑地譲担当広報課広聴慌
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お手伝い当番でない人も近所のよしみか
ら、手伝ってくれる。隣り近所

のふれあいが守。

新
平
塚
方
式
に
よ
る
「
新
し
い
み
」
と
「
資
源
再
生
ご
み
」
に
分

ご
み
の
分
別
収
集
」
が
、
い
よ
い
刷
出
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
燃

よ
十
月
か
ら
会
巾
域
て
察
施
さ
れ
せ
な
い
と
み
、
ブ
ラ
ご
み
、
有
警

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ご
み
、
故
紙
、
金
属
類
、
ガ
ラ
ス

も
え
る
ご
み
は
、
「
可
燃
ご
類
な
ど
に
分
類
し
、
月
一
一
間
決
め

み
」
と
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
遜
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所

二
回
の
一
燃
せ
る
ご
み
に
出
す
。
も
へ
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
下
表
を

え
な
い
と
み
は
「
可
燃
本
選
ご
参
考
に
。

新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
は
、
げ
に
よ
る
収
益
金
は
、
そ
の
ま
ま

照
明
嗣
に
い
く
と
、
年
間
で
一
一
億
六
自
治
会
に
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。

千
万
円
も
の
経
費
が
節
約
で
き
四
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
富
士
見

品
川
資
救
ご
み
も
、
来
年
三
月
ま
地
阪
で
は
、
七
月
ま
で
の
四
か
月

で
に
八
千
九
百
ト
ン
の
凶
奴
が
予
間
で
、
平
均
十
八
万
八
千
円
余
の

想
さ
れ
て
い
る
。
お
金
が
、
収
入
と
な
っ
て
各
停
泊

そ
し
て
、
資
源
ご
み
の
寮
い
上
会
に
入
っ
て
い
る
。

ーもi-ν 

新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
は
、
待
問
は
、
朝
七
時
か
ら
八
時
三

市
民
の
一
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
十
分
ま
で
。
こ
の
時
間
帯
は
、
主

力
が
な
く
て
は
で
き
な
い
。
一
人
婦
に
と
っ
て
一
番
忙
し
い
時
期
だ

で
も
、
決
め
ら
れ
た
待
問
や
分
別
が
、
こ
の
時
間
帯
が
一
番
ご
み
の

の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
、
街
が
出
る
と
き
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
協

汚
な
く
な
り
、
分
別
収
集
は
ス
カ
を
お
願
い
し
た
い
。

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
一
一
一
か
月
に
一
一
四
位
の
当
番
と
な

そ
こ
で
、
市
良
の
皆
さ
ん
が
慣
る
が
、
地
区
に
よ
っ
て
は
、
一
二
十

れ
る
ま
で
、
早
戟
指
導
や
当
番
を
分
ご
と
に
時
間
を
区
切
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
お
綴
い
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
も
あ
る
。

E投棄されたごみ
当番の人が分別
これでは当番も

マ
ト
当
番
で
な
い
人
も
手
伝
っ
て
~
く

れ
る
の
で
劫
か
る
。

出
饗
し
た
人
か
ら
の
お
騒
い
マ
ゴ
キ
ブ
リ
ま
で
一
緒
に
出
さ
お

マ
ご
み
の
山
山
す
h

口
と
、
決
め
ら
れ
い
で
。
ピ
ッ
ク
リ
し
た
。

た
時
簡
を
守
っ
て
。
マ
ス
プ
レ
ー
は
、
穴
を
開
け
て
。

マ
ピ
ン
や
カ
ン
を
分
別
し
て
。
マ
回
収
業
者
は
も
っ
と
早
く
さ
て

マ
ピ
ン
や
カ
ン
の
中
身
を
入
れ
た

ま
ま
出
さ
な
い
で
。
臭
く
て
た

ま
ら
な
い
。

マ
ピ
ン
の
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て

マ
前
臼
に
出
さ
な
い
で
。
あ
な
た

が
出
し
た
ご
み
、
翌
日
、
私
が

撃
理
す
る
の
だ
か
ら
。

マ
カ
ン
と
ど
ン
は
別
々
の
袋
に
。
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ごみの出し方

さみはkよく'"を濁り¥麓袋等に入れ悶をs で̂出
ス叶'I-，Ij場桜き帯¢賀川観療の使用隊，"，叶
， 1管掻の銀ピニ 凡4援隊 符9震の愛会主使用

し忽いでください.
震彼等鯵絢箆〈ずとー緒t:a~こ>れて起す，

轟……限り 援さ区誕抽Z震で、 1.ぱ
綜お舗以下にだぱ布、 T闘につ

舎3'三ぽ以内と守る
。衛鏡鯵"れごつき3銀以内とする.
@鉱毒物等は、畿に入れて1出守宅

酒るか袋に入れておす.

室主謀議守
ねるか袋じ入れて出す.

昆
の軍事朗容穏に入れる

Pン盟諸泡について"

gへ返すλ

受骨須賀軍港そば朝霧公閣内

。受付時間午前 7時~午前日時

淡受付印のない方は、大会に参加できない

O普参加料 無料(中学生以下は、

f半か、向意書が必要害)

。競技方法 さ布、仕掛、えさ自由、オカッ
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込
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込
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0

0
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0

0

0
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で
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け
付
け
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希
望
者
は

一

験

脚

汐

一

一

印

鑑

を

持

参

の

う

え

本

人

が

直

接

一
括
艇
湖
特
M
4
4

沢
一
申
し
込
み
を
。
新
規
?
参
加
者
は
、

持

グ

一

一

轟

蛇

/

J

4

U

一
傷
害
保
験
料
六
百
五
十
内
を
持
参

ら

を

露

宇

一

轟

7
M
U

つ't〉
一
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

が

別

写

一

一

d
p恥
配
関
斤
ハ
凡
ハ
村
川
一

立

引

い

↑

d
a輔
巧

《

¥

一

あ

る

く

会

側

閉

会

長

蜘

当

番

し

た

人

の

感

想

一

{

一

平

塚

あ

る

く

会

で

は

、

鎌

倉

山

一
手
配
時
マ
ご
み
の
勉
強
の
つ
も
り
で
当
番
一
秋
の
日
日
帰
り
登
一
を
歩
く
九
月
例
会
を
開
聞
く
。

明

暗

中

…

を

す

れ

ば

不

平

は

な

い

。

一

山

参

加

者

募

集

す

続

日

高

官

(

臼

)

降

員
十
九
ぜ
マ
初
め
て
当
番
を
し
て
、
と
て
も
一
一
ー
水
確
率
初
日
訂
以
上
の
と
き
は
9
月

支
配
警
に
な
っ
た
。
一
平
塚
山
岳
協
会
で
は
、
秋
の
日
一
幻
自
(
秋
分
の

g

ぺ
や
マ
朝
の
忙
し
い
湾
問
な
の
で
、
当
一
帰
り
言
の
章
者
在
募
集
し
て
了
集
合
当
日
午
前
8
時
に
平
塚

刊

と

番

は

大

変

。

一

い

る

。

一

駅

改

札

所

付

近

へ

仲
間
入
マ
説
明
会
を
聞
い
て
い
な
い
の
か
一
マ
期
日
訪
問
月
初
日
(
白
)
一
マ
コ
ー
ス
平
塚
大
船
西
鎌

分
は
わ
か
ら
な
い
人
が
い
る
。
一
マ
集
合
大
倉
パ
ス
停
(
小
田
急
一
倉
鎌
禽
山
綴
村
ケ
崎
片
瀬

j

v

共
働
き
の
家
庭
で
も
、
一
度
は
一
線
渋
沢
訳
よ
り
大
倉
行
パ
ス
十
五
一
議
口
寺
江
ノ
竜
薙
沢
駅
平
塚

当
番
を
。
勉
強
に
な
る
。
一
分
)
午
前
八
時
集
合
一
マ
烹
通
費
九
百
八
十
円

マ
ビ
ン
や
カ
ン
の
籍
が
少
な
い
。
一
マ
コ
ー
ス
大
倉
登
山
訓
練
所
一
マ
持
参
す
る
も
の
弁
当
、
水
筒

{
錦
町
剖
山
塔
の
岳
大
合
参
一

一

汀

器

同

七

時

前

回

一

ナ

イ

タ

ー

ソ

フ

一
マ
参
加
盟
国
一
一
一
百
円
(
当
日
現
地
一
ト
ボ

i
ル

大

会

一

で

受

付

)

一

一
一
〉
申
し
込
み
は
が
き
に
、
住
所
一
中
・
高
年
者
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動

一
氏
名
、
年
齢
、
電
謡
番
寺
、
緊
急
一
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
、
第
七
回

一
一
時
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
「
干
別
一
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

一
平
塚
市
中
原
一
一

T
E
m
-
8白
井
一
関
か
れ
る
。

一
方
平
塚
山
正
議
会
へ
申
し
込
一

7
日
程
凶
月
3
日
か
ら
叩
月
間
同

一

み

を

一

日

ま

で

一
マ
締
め
切
り
ぬ
月
刊
山
田
(
水
)
一
・
第
1
試
合
午
後
6
時
必
分

一

一

・

第

2
試
合
午
後
7
持
部
分

一

少

年

少

女

剣

道

一

寸

会

場

語

史

子

校

、

太

洋

中

一

大

会

を

開

く

一

学

校

一

一

マ

参

加

資

梅

市

内

在

住

、

在

勤

一
青
少
年
の
健
全
育
成
を
殴
ろ
う
一
の
お
歳
以
上
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

一
と
、
第
十
五
回
平
塚
市
少
年
少
女
一
マ
申
し
込
み

9
月
四
日
(
木
)

一
剣
挙
式
会
が
爾
か
れ
る
。
一
午
前
8
時
加
分
か
ら
見
附
台
体
育

一
マ
期
臼
叩
月
ロ
日
(
日
)
午
前
一
館
内
体
育
品
開
(
電
話
出
i
一一一
O
六

一
8
時
1
午
後
5
時

一

O)
で
一
受
け
付
け
る
。
所
定
の
申

一
マ
会
場
見
附
ム
円
体
古
昌
一
込
書
長
話
料
一
千
円
を
添
え
て

一円
v
参
加
資
格
②
市
内
在
住
の
小
一
申
し
込
み
を
。
先
着
詑
チ
i
ム。

一
学
生
、
中
学
生
②
小
学
一
校
通
学
一
マ
滋
督
会
議
・
池
せ
ん
会

一
区
域
お
よ
び
支
部
単
位
で
チ
ー
ム
一
・
臼
時

9
月
お
臼
(
木
)
午
品
世

一
編
成
す
る
③
億
人
奉
茄
も
よ
い
一

7
時

喜j

みの受付 環境衛生鍾務課内線530.537

草島
とき

僑五苦出足若者募集中
出l苫を希製される方は、平理青年会議

所内市民市実行委員会事務局(篭話21-

6474) へ申し込みを。
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溜
鉄
特
選
議
n開

問
国
鉄
利
回
同
区
間
が
往
復
二
百
一

キ
ロ
れ
以
上
で
一
密
鉄
推
せ
ん
の
旅
館

を
利
用
す
る
と
、
思
鉄
運
賃
が
二

爵
引
と
な
る
。

川
間
一
べ
は
、
平
塚
・
京
都
品
開
の
往

教
育
委
員
会
で
は
、
第
一
二
[
出
綿
一
一
理
き
っ
ぷ
は
、
通
常
一
万
立
一
千
六

人
体
力
づ
く
り
教
室
を
問
問
く
。
…
吉
円
が
一
万
八
百
八
十
円
と
な
り

マ
期
間
山
月
6
日
か
ら
ロ
丹
羽
…
一
一
千
七
百
二
十
円
の
得
と
な
る
。

日
ま
で
の
丹
、
水
、
金
曜
日
一
問
い
合
わ
せ
は
、
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鉄
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塚
釈

・第
1
コ
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守
前
9
持
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一
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(
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。
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撃

譲

渡
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の
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期
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内
容
ジ
ョ
ギ
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体
に
一
九
月
は
、
震
資
産
税
第
一
一
一
期

柔
軟
体
操
、
補
強
理
動
ほ
か
…
の
納
期
で
あ
る
。
九
月
一
二
十
日
ま

マ
参
加
資
格
市
内
夜
住
の
婦
人
一
で
に
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お
近
く
の
金
融
機
関
へ
納

マ
申
し
込
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9
月
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日
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。
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収
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、
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、
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し
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、
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場
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…
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梅
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よ
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官
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)

、
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子

(

横
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4
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年

)

…

八

景

一

一

年

森

重

与

さ

ん

τお
か
あ
さ
ん
が
い
い
ま
す
。
一
平
塚
量
産
を
知
っ
て
い
た
だ
一
お
そ
ろ
い
で
お
出
掛
け
を
。
一

年
)
、
諸
橋
顎
希
(
揺
さ
持
小

4
一
〔
中
学
校
の
綴
}
一
お
か
あ
さ
ん
は
、
一
だ
か
ら
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
は
み
一
こ
う
と
、
第
三
寸
四
郎
平
塚
市
畜
一

V
日
時
吋
ぬ
月
ロ
臼
(
日
)
午
前
一

生
に
一
マ
警
霊
京
子
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八
幡
小
2
一

小

皇
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す

か
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友
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し
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詰
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後
3
詰

分

一

行
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年
)
、
草
場
十
真
理
子
(
松
延
小
2
一
見
小
2
年
て
す
だ
た
え
こ
(
富
一
{
小
学
校
5
・
5
年
の
部
〕
一
ー
を
、
中
丸
明
f
(春
日
刑
判
中
一
と
い
つ
も
い
い
ま
す
。
ど
う
し
て
一
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ぜ
ん
ぶ
一
出
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
門
V

会
場
し
ら
さ
き
広
場
(
平
塚
一

向

こ

の

ほ

ど

入

殺

害

警

っ

一

軍

)

吉

宗

主

、

は

ら

だ

あ

か
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警
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田

空
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出

土

星

)
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か

、

と
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う

と

、
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し

ば

に

な

る
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い
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で

す

。

だ
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ち

、
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、
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選
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5
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選
杉
山
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年

(
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中
1
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と
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。
わ
た
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い
お
も
ち
ゃ
か
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、
た
一
童
家
が
あ
り
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乳
一
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容
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量
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芸

校

1
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年
)
、
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え
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沢
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綬

3
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援
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年

)
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年

)
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叶
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洋
中

3…
は
、
ま
だ
む
し
ば
に
な
っ
た
こ
と
一
べ
に
く
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
一
牛
六
十
頭
、
震
一
一
一
十
頭
、
鶏
五
五
、
動
物
村
、
図
書
重
量

i
j
i
j
z
i
i
i
i
i
i
j
z
j
2
1
2
4
2
1
8
1
i

一
年
)
、
ま
映
美
(
大
住
中
三
が
な
い
の
て
む
し
ば
の
い
た
さ
一
お
い
し
い
も
の
を
む
し
は
の
な
一
組
が
出
品
さ
れ
る
。
…
料
号
、
豚
マ
牛
乳
の
無
料
配

敏
弘

3
1
、
精
密
弘

a
p
?亀
急
車
一
年
)
、
和
田
菜
、
高
橋
市
計
之
(
以
一
は
、
し
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
お
か
一
い
は
で
た
べ
た
い
か
ら
、
こ
れ
か
一
な
お
会
場
に
は
、
青
空
市
場
や
…
布
、
重
量
あ
て
ク
イ
ズ
ほ
か

大
輪
開
議
離

iwJ蕗
纏

詑

一

上

中

原

中

3
年
)
一
あ
さ
ん
に
き
く
と
、
と
っ
て
も
い
一
ら
も
ず
っ

ζ
は
み
が
き
を
つ
つ
一
動
容
が
関
か
れ
、
華
や
牛
乳
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
量
産
謀
畜

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
管
理
棟
完
成
一

醐

高

大

神

の

市

民

ス

ポ

ー

ツ

広

費

シ

ャ

ワ

ー

密

主

レ

一

験
場
に
、
シ
ャ
ワ
!
室
、
ト
イ
レ
な
マ
利
用
で
き
る
日
上
、
日
曜
日
一

ザ

ど

を

備

え

た

管

理

棟

が

、

こ

の

ほ

お

よ

び

祝

日

一

橋
川
市
ど
完
成
し
た
。
な
お
平
日
は
、
円
人
以
上
の
ス
一

m

f

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
は
、
野
ボ
l
ツ
大
会
に
限
り
、
刊
日
前
ま
一

日
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
グ
ラ
ウ
ン
で
に
申
し
込
む
と
利
用
で
き
る
。
一

刊
雑
ド
十
一
一
回
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ヤ
利
用
時
間
一

J
E

は
移
動
式
ト
イ
レ
し
か
な
く
、
利
・

9
月

午

前
6
持
i
午
後
7
時一

用
者
に
不
便
を
お
か
け
し
て
い
・

ω月
3
3
月

午

前
8
時
間
判
分
一

た
。
喜
は
、
大
い
に
ス
ポ
ー
ツ

3
午
後
5
時

一

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
を
に
ん
い
。
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
一

マ
施
設
本
部
室
兼
救
護
窓
、
会
体
育
課
(
電
語
幻
コ
一
O
六
O
)

話芸事緩v-を書籍422警〈を5)

プロ野ままイースタンリーグ

• 9月20H(上)14時大洋 I1本パム

・9Fl2lFi (日)日時 J却下 日本ノ、10，

・9月26日(金)13時大洋一 ヤクルト

• 9月27日(土)14時大作ヤ クルト

・10ft]2日〈木)13時大洋一 日本ハム

・10月 4日{土)14時大洋一 両式

軒聞東大学執事リーグ

• 9，Fj23日(祝)10時 リーグ戦

高横野暗{軟式}

• 10月100(祝)8時 準 決 勝

・10月四日(円)8時決勝

凝問い合わせ平理球場933-1166

マ
種
自
傭
人
の
部
(
男
、
女

別
)
、
毘
体
の
部
(
小
品
ナ
生
)

マ
申
し
込
み

9
月
山
“
お
(
水
)

ま
で
に
見
附
台
体
育
館
内
体
育
録

(
電
話
出
1
一一一

O
五
七
)
へ
。

マ
監
督
会
議
・
抽
せ
ん
会

-
臼
時
ぬ
月
2
臼
(
木
)
午
後

7
持

・
場
所
見
日
間
ム
ロ
体
脊
舘

-
場
所
見
俊
口
体
育
館

9月24日 農協神田支所

9月25白 域島公民館、豊豊田公民館

9月訪 日 産塾協土沢支所、金付公民館

9月四 日 農協旭支所

9月30日 大野公民館

10月 1日 松原公民館

10Fl 2泊 訴岳中学校

10月 38 火原小学校

10月 6白、 7日 事臼野中学校

10月 8日、 9日 平理輯輪場

10月13白博物館

10月14日-16日 見酎台体育館

液午前は 9時 30分，...._12時、午後は 1時

-3時{城島公民館、運委i協土沢支所は

11時 30升まで。量豊田公民館、金自公民

館は午後のみ)

外えみ

)

す

明

横

九

欄

門

詞

務

長

官

Q
J

引
ン

J
4

1
か
セ
輔
再

開

丹

時

渓

績

の
υ

3

す

議

1

1

詩ん刷

費

切

ろ

皆こ掛崎
弁
」
出



(6) 

移動図書館あおぞら号10湾日程

※田村ちびっ子広場 2円

域島公民館 2日

※関崎公民館 2日 16f3 30EI 

※金田公民館 3 fl 17H 31日

ふじみ野団地集会所 4日 訪 日

土震小学校 7円 21U 

※吉沢公民館 7 U 21f=-i 

※松延小学校 8日 22日

金日小学校 9 El 23日

※ み す ぼ 小 学 校 9 f3 23日

※万由民塚市営住宅 24 f-J 

海宝寺 14日 28日

14 H 28日

・開設時間 13日季初分-14日寺30分 ※印は15日号

-16時ふじみ野は14時 --15時

盆雨天のときは中止

一内)、

8
席
黒
木
登
美
(
中
一
{
批
判
}
応
募
十
八
編
一

4
席
村
杉
靖
次
(
御
殿
)
、

一用車)、

9
席
熊
谷
勝
美
(
期
間
原
)
、
一
マ
1
席
締
め
切
り
日
武
山
か
一

5
席
瀬
尾
郁
子
(
山
下
)
、

6

一
一
出
席
栗
原
け
い
(
河
内
)
一
ね
子
(
真
土
)
一
席
藤
本
テ
イ
(
整
平
)
、

7
照

一
{
短
歌
}
応
募
古
田
一
一
一
十
一
醤
一

V
2
席
縞
子
草
笛
林
良
行
一
山
本
清
(
入
野
)
、

8
席

中

平

一一
V
1
席
梅
雨
さ
む
き
惑
の
銘
上
一
(
諏
訪
町
)
一
百
合
子
(
ふ
じ
み
野
)
、

9
席

一
に
出
発
の
時
待
ち
て
微
動
す
老
人
一
一
〉
3
席
空
と
海
佐
々
木
謙
次
一
茅
/
間
恵
美
(
高
浜
ム
ロ
)
、
お
席

一
会
ツ
ア
?
の
パ
ス
は
日
比
長
畿
一
(
万
田
)
一
安
永
典
史
(
河
内
)

一

(

花

水

台

)

一

l
i
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
i
l
l
-
-

閣
議
小
ス
タ
1
・

5
、
震
回
資
葱
(
城
島
小

6
一
マ
優
秀
麻
野
裕
子
、
小
林
市
紀
一

7
2
席

見

上

げ

れ

ば

空

に

声

あ

一

'

、

，

i

i

ス
ト
が
行
わ
れ
、
γ

年
)
、
菅
間
真
由
(
山
下
小

6
一
子
(
以
上
大
住
中
3
年
)
、
喜
一
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中
散
布
喜
一
ウ
辛
子
ヤ

i
重

者

が

決

ま

っ

た

。

年

)

一

恵

美

子

(

大

住

中

2
年
)
、
猪
股
一
げ
て
飛
ぴ
行
く
宮
前
勇
蔵
(
上
一

J
{
ノ

ミ

z

J

J

こ

れ

に

は

、

霊

守

中

学

生

の

部

新

華

弓

(

大

一

室

、

言

語

(

以

上

春

量

一

吉

沢

)

一

山

月

間

開

講

の

受

講

生

募

集

主

主

品

、

作

文

一

住

中

1
5、
松
井
敦
子
(
大
住
一
中
3
年

)

一

V
3席
ダ
ム
に
な
り
や
が
て
し
…

六

点

の

応

募

が

あ

え

す

き

、

白

砂

香

乃

(

春

日

野

一

勧

一

づ

ま

ら

ん

詰

の

辺

り

明

る

く

主

ひ

ら

つ

か

カ

ル

チ

ャ

ー

警

で

二

仏

像

審

議

募

者

人

は
次
の
と
お
り
。
〈
敬
称
号
一
中
3
年

)

一

撃

言

、

一

葉

の

聖

て

景

喜

和

(

長

官

、

十

月

望

講

雲

講

生

を

一

日

本

仏

2

5る。

事

ス

タ

1
・

章

一

マ

霊

生

の

部

磯

村

議

(

大

一

齢

れ

配

動

一

町

)

一

重

す

る

。

一

マ

日

程

初

月

紅

白

か

ら

332コ
ー

ス

一

警

高

〕

マ
小
学
長
た
な
か
せ
い
じ
一
室
3
年

)

、

後

藤

純

子

高

二

ノ

1
j

一

品

室

長

号

、

一

い

王

の

童

も

初

、

禁

止

日

ま

で

の

火

曜

日

(

全

6
8
一
占
時

E臼
(
木
)
午
前
一
・
富

9
5
1
9品
目

(
君
主
主
科
昌
平
(
大
一
高
2
年

)

示

直

撃

{

一

5
席
加
藤
貞
子
(
立
野
号
、
玉
、
市
民
セ
ン
3
1内
カ
ル
チ
ャ
ナ
時
間
午
前
日
時
i
n誌
分

一

員

立

一

支

援

護

霊

原
小
1
年
)
、
わ
だ
あ
き
こ
(
港
一
マ
大
室
、
一
般
の
部
該
当
な
一
五
喝
》
ブ
一

6
席
川
添
入
葉
(
露
)
、

7
一
!
警
で
一
開
会
(
釜
高
)
一
マ
霊
仏
像
研
究
家
間
亀
一
・
記
事
演
会
「
世
界

212一
平
警
護
研
究
会
室
の
咋

す

き

、

白

井

美

幸

(

大

原

小

一

し

一

一

席

加

藤

童

福

延

)

、

8
席

一

{

駒

喜

}

重

人

員

犯

人

一

塁

一

本

」

講

師

N
E放
送
総
局
一
品
キ
展
示
す
る
。

3
年

)

、

宍

戸

美

南

(

港

?

一

{

霊

}

史

子

生

の

み

一

一

磯

崎

君

子

(

西

八

幡

)

、

9

E

E

E
寺
を
中
心
に
臨
遣
を
笠

O
申

し

込

み

一

君

主

幹

磯

村

尚

徳

氏

ア

期

間

9
品

目

1
9月
初
日

年
)
、
北
村
智
子
(
大
原
小

5
一
ヤ
最
算
機
村
さ
お
り
(
春
日
一
市
民
文
芸
一
審
ノ
ブ
子
(
撫
子
原
)
、
話
一
る
。
一
は
が
蓄
き
に
語
希
重
望
雪
コ
!
ス
毛
名
、
氏
主
一
マ

3主
コ
!
え
ス
一
{
警
第
警
包
詰
悶
聖
平
塚
占
市
巾

一
の
入
選
者
一
玉
密
方
ユ
手
キ
子
(
窒
申
宝
玉
話
重
一
町E町
む

)

一

マ

E臼程
羽
背
月
泌
昔
臼
か
ら
3
月
5土
一
玄
名
、
佐
所
、
世
篭
霊
現
藷
話
蕃
肴
耐
号
守
、
年
草
鈴
を
了
白
時

m背丹
幻
臼
(
芸
木
杢
)
午
後
一
パ
ネ
ル
や
ピ
デ
オ
を
童
遇
し
て
て
、

一
:
一
{
川
柳
}
応
昔
募
#
古
三
十
九
匂
一
門
白
巳
忌
ま
叫
仇
で
の
木
師
穣
噌
{
臼
凶
(
全
6
回
)
一
記
入
の
う
え
、
一
干T工
…
似
刷
平
塚
市
見
附
一

3
持
1
4時
一

福

祉

問

題

を

考

え

て

い

た

だ

く

。

一
七
月
の
広
報
紙
で
重
し
た
市
一
?
席
警
告
暮
せ
と
予
後
一
・
時
間
午
前
日
時
九
時
鈎
分
一

Z
1
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
ア
特
別
講
演
会
一
ヒ
ト
は
動
物
か
ア
期
間
背

2
?背
7
臼

一
民
文
芸
重
量
の
一
入
選
者
が
一
在
室
さ
れ
増
田
セ
イ
(
御
一
マ
講
師
鎌
倉
喜
寺
住
職
井
一
内
カ
ル
チ
ャ
ー
警
(
電
喜
一
ら
何
を
学
ぶ
か
」
講
師
多
摩
工
事
襲
賛
美
術
凝
〕

一

決

ま

っ

た

ロ

〈

敬

称

略

〉

一

殿

)

一

上

機

定

茂

一

!

一

一

一

三

五

)

へ

一

動

物

公

溜

嵐

長

中

川

忠

郎

氏

一

市

内

中

学

校

美

術

科

の

先

一
{
重
応
募
一
…
百
六
ア
一
有
一
マ
2
席
生
き
甲
斐
を
暢
気
に
丘
中
受
講
料
六
千
円
一
マ
締
め
切
り

9
晃

尽

き

一

⑬

応

募

方

法

一

油

絵

、

デ

ッ

サ

ン

等

を

展

示

一
7
1
席
僧
…
人
隊
り
る
重
野
の
一
英
語
完
哲
一
(
豊
原
町
二

l

i

l

i

-

-

j

[

l

i

l

i

-

-

一
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
一
点
潤

一
無
人
駅
佐
久
間
宏
(
田
村
)
一
マ
3
席

朝

嵐

国

に

み

ん

な

暢

気

一

・

1

V

砂

一

名

、

篭

話

番

号

、

希

望

コ

ー

ス

名

一

寸

1

7
2席
釣

量

っ

て

来

て

量

一

な

顔

が

寄

り

国

語

(

喜

一

議

議

と

者

楽

会

で

す

一

記

入

の

う

一

7月

智

ま

わ

一

子

定
ま
ら
ず
嶋
本
泉
治
(
札
場
町
)
一

4
席
平
之
内
一
博
国
(
紅
谷
一

1

1

1

J

J

一
一
五
平
塚
市
追
分

1
m
平

塚

土

晴

マ
3
席
真
向
い
の
海
照
り
返
す
一
向
)
、

5
席
一
曲
沢
ス
ミ
子
(
御
一
十
月
二
十
二
日
と
二
十
一
一
一
日
の
一
る
。
各
コ
ー
ス
共
一
一
史
で
、
多
一
市
中
央
公
民
館
(
霊
訪
|
一
一
一
一
一
掃

吊
忍
佐
藤
貴
代
子
(
ふ
じ
み
吾
、

6
席
鈴
木
喜
(
八
千
一
二
臼
問
、
芸
医
薬
会
が
中
央
一
数
の
と
き
は
始
せ
ん
。
一
二
)
へ
0

1
枚
の
は
が
き
に
は
一
一
村

野

)

一

代

町

)

、

7
席
獅
々
倉
春
校
一
公
民
館
で
開
聞
か
れ
る
。
一
マ
ー
コ
l
ス
(
講
演
と
止
薬
会
一

1
コ
ー
ス
1
入

と

す

る

。

野

4
席
小
牧
加
代
(
南
竺
(
徳
延
)
、

8
席
保
倉
容
子
一
こ
の
総
会
の
特
別
ノ
行
事
で
あ
る
了
日
時
背
習
(
水
)
午
後
一

1
i
l
l

期

日
一
一
い
同
九
百
九
日
一
時
向
上
)
、

9
h日
室

崎

町

一

時

日

立

一

軒

町

村

人

主

01一

弘

時

点

一

一

ケ

竺

一

一

一

野

)
J志
向

山

喜

子

子

(

罵

入

本

町

)

一

に

な

り

、

申

し

込

み

を

受

け

付

け

一

の

家

族

」

講

師

も

あ

セ

パ

創

刊

レ

釘

V
糊

1
1
1
1
1
1
1
j
i
l
l
i
t
-
-
1
i
i
i
j
i
l
l
-

一

学

文

学

部

教

授

樋

口

恵

子

氏

吟

{
震
査
会
表
第
日
号

7
R
E
毘

}

一

称

及

び

結

果

経

済

部

、

公

営

事

一

・

音

楽

会

「

テ

ノ

ー

ル

・

リ

サ

イ

叶

「

マ
監
査
の
種
類
定
期
監
査
業
所
l
お
お
む
ね
遇
改
に
処
理
さ
で
タ
ル
」
五
十
嵐
喜
労
災

れ
て
い
た
。

{
窓
査
公
義
務
日
号

8曲
目
円
以
霞
}

マ
監
査
の
実
施
期
間

6
月
日
臼

か
ら
6
月
初
日
ま
で
、
及
び
7
月

日
日
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購入16ミリ映画

宇土金教育

!l本の美術工芸 (28汁)、わが巡礼み

ち (35分)、横穴i人形 (255})、 Jトす

ないじめは6分)、母とヂのきずな (27

汁)、お年寄りのためのマッサージ健

康 法 (22分)、太地震マグニチュード

7の認'"(195封、火災は諮る(16分)、

世界の公閣・ヨーロッパ・アメリカ・

日本 (60分)

学校教湾

舎を本のサッカ 実戦韓三宮 (25ラ})、ど

うしてとびだしたの (16夕刊、こんな

ときがいちばん危ない (19夕刊、みλ

なのしあわ せ (25什)

lI!'J 鞭 衝

ぼくの熊おじさんは6分)、咲ちゃん

のおふろ屋さん (43分)、大空へは

。また，1 (40クJト)
アニメーション

二十四の轄(7]分)、七夕ものがたり

(20分)、応い靴 (11分)、ミッキー

マウスとフル ート (10夕刊、クリスマ

スの贈り物(13分)、アンパンマンま

じょのくにへ (10分)、火事のあくる

Il (20タ士)

※ご利用は["1書館視聴覚ライフラ

リーへo

い
は
が
き
で
申
し
込
み
を

γャ申し込み電話かご来館を

食休輯臼 毎週月曜日、 9月16臼、 9月23U

す膏世年金輯

守出浅間町12-41 惣鶴32-7029

合E塁を見る会

「丹、木星皇、執の援鹿J
t弦自白の月面や水産などを望遠韓で観察す

る。(参カ口自由)

。日時 10月 9日 (木) 18日寺-2聞き

す幼稚濁向けプラネタリウム

幼稚園団体向けのブラネタ勺ウム投彰を行

う。観覧は、博物館管理保へ予約を。

・投最多期間 10月 1日-10月四日(金曜臼を

除く平日)

食事署員量品コーナーf遊異の草壁史J
身近にある道具自歴史を、考古、長¥1借資料

を憤って紹介する。

・期間 9月26日~四月308

合体舘潟 毎週月曜日、月末、 9月16日、 9

月23詩、

会博鞠輯

す青年雲寺吟教皇室

詩的を通し、心身を鍛練しよう。

日時 10月 2日 --12f14日 毎週木曜日

.B手間 19ft寺----2lfl手

・対象 青年、 般 20人(申し込み制)

台関輯時間

・費出室、参考室 9時 ----16時50分

ーこども室火~土曜日 13時-16時50分

日曜日 9時-16時 50分

合体舘B 9月 15日-10月 6日、 10月10日、

揮週月曜日、月末

台関曹輯守間違間町12-41電話31-0415

党三ニ討論会f裁の段、子のelJ
中、高生の憧全育成を共に考えよう 0

・日時 10月 4日〈土) 13時30分-15時

・ 対 象 大 人 、 中 高 生 各15人(申し込み制)

合簿害者介護講習会

揮害者の介護自仕方を、基礎から学ほう。

時期日 10月 5目、 10月 19日、 11月 2目、日

月16日 〈各日曜日〉

・対象 青年 15人(申し込み制)

すふるさとを訪ねて

腫史を樺古し、未来をみつめよう。

・期日 9月21日(日)、 10月 5日〈日)、 11

月 2日(日〉

・時間 9時30分-11時30分

・対象 青年目人(申し込み制)

合こども峡商会

($，)10月間臼(6)10時、日時 3階ホール

「二十円白瞳j カラーアニメ 71分 実 写 と

アニメー ν ョンで描く壷井輩のベストセラ一

作品。美しし川、豆島の四撃を背景に、教師と

12人の教え子がつづる感動の名作。

す験E罰会
。10月19日{羽) 10時、 14時 3階ホール

「日本田美術工芸Jカラー28分 日本の缶

統的な美荊工芸家である浜田庄司、富本;程

吉、棟方志功、前回背部等と、その押品を紹

介する。

「茶の揖釜Jカラー31升人間国宗角谷圭

ーの器量製作の靖糧ぞき追いながら、そり人間

障に迫る。



第 422警〈ア〉

{輔君IJ樺撞]対象は生後 6 か月 ~24

か月米満の幼児。原則として開業医

時間で受ける。主治医とご相談を。

窮 1期のみ接穂。保険

へ
の
パ
ス

家
庭
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う

[重富士見地隠}

9 fJ 16臼 中 翠 町 内 会

9月 17臼、 18B 諏訪町町内会

9丹 19B 富士見町内会

9月20臼 桜ケ丘自治会、富士見平町内会

{畢畿地区}

9月 24日 紅菩町町内会、明石町会、追分

みどり会

立野町町内会

見附町町内会

宮の前自治会、宝町自治会

宮松町自治会、浅間町町内会、

東京ガス平塚アパート自治会、

日本住宅公団平塚団地自治会

9月四日 錦町前内会

-料 金蕪料

【撞窃揮撞〕対象は 2輯 (24か月〉

~4 麓までの幼児。

開第 1期 (3回) 接種間痛は 2@J

3 田とも 3週間~8 週間

輔第 2期 (1阻〉 第 1聞の 3回 目

が鰐わってから 1年以上 1年 6か

月以内に受ける。なるべく 4識 ま

てに終了するようにe

9月24日 中原公民館、金回公民館

※間哨公民館

9月25日 神田公民館、※金田公民

館、滋城島公民賠

9月26日 保健 セJ タ

あ

る

の

で

、

ご

了

承

を

。

湯

沸

器

(

以

上

3
点
ブ
口
ハ
ン
用
)
、

心
不
用
品
受
議
構
報
は
ぶ
ら
さ
が
り
韓
麗
器
、
エ
レ
ク
ト

イ
役
所
地
域
づ
く
り
諜
市
民
生
活
保
ン
、
オ
ル
カ
ン
、
ベ
ヒ
1

用
体
重
唱
計
、

(
内
線
一
一
呂
田
〕
へ
。
カ
ー
チ
ェ
ア
l
、
歩
行
器
、
コ
ン
ビ
一

中
韓
り
ま
す
男
子
2
1
3
揖
衣
類
、
ロ
ノ
ク

み
な
セ
し
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
ス
チ
ー
ル
机
、
整
理
タ
ン
ス
、
編
瞬
、
マ
購
っ
て
く
だ
答
い
友
子
O
J
i
!
?

土

せ
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、
セ
ミ
タ
フ
ル
ベ
ッ
衣
類
、
ベ
ヒ
l
ベ

y
ト

カ

ラ
1
テ

み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
ド
、
応
接
セ
ゾ
ト
、
電
動
式
マ
ソ
サ
ー
ビ
、
婦
人
用
自
転
車
、
印
凹
パ
イ
ク
、

に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
ジ
機
、
風
呂
釜
、
ス
テ
ン
レ
ス
風
呂
、
ベ
ピ
!
用
布
団

輯対 車接積当日に満 3ヵ、月を経過

して18か月未満の乳幼児。満18か月

に連しないうちに 2聞のE盟問をすま

せる。韓鹿ヒの理由で受けられなか

った人は、満 4識に連しないうちな

ら受けられる。

[10月1
7白 金田公民館、※間崎公民館

8白 神田公民館、※城島公民館

9日 福祉会館、旭北公民館

14日 中原公民館、楽金田公民館

22日 横内公民館、滋豊田公民館

霞時 10月16毘(水入 17Eヨ(傘)

・雲きf寸法争倍1 9 a寺 30ゴ叶~11 f1寺、 138寺--158寺

会場保健センター

嘩鍵題寵診器罫 ①胸部レントゲン(16EIのみ)

②コンピュータ一体力診断③医師による

健康相談③歯科相談(成人の歯くれきのチ

ェック)⑤子育、手しがんの撹診

骨展示、相談守〉健康生活チェック②コン

ピューター食事診断草食品簡生相談④く

すりの正しい捜い万⑤環境晴生相談⑤体

混計の検査(体混百十を持奉ずる)

骨献血1

とき 11月 1詞(土)号耳慣 3時

ところ帯決センターホール
灘署華神構川iフィ Jレノ、ーモニー管弦諜窃

指揮識岩英援

[プログラム]

1部ポンキエルリ 歌劇 リヨコンダより

「時の輯りJ
2部オーケストラといっしょにうたおう

3昔日 ドボルザーク 交 輔 曲第九番「新世

界よりJ 問い合わせ市民センター電話32~2235

入場料@ 般 l.200内{前売1.000内〉

.平供(高校生までは00円{前売600

Pll 

前売 9月 20日(封から、市民セン

ター、ヤンレイレコード、カ

マヤストア、稲足農楽器f呂、

サクラ害m本f吉、ヨネザワ楽

器、花水害庖、なでしこ害湾、

文栄堂で発売する。
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マ
試
験
日
日
丹
9
日
(
臼
)

マ
試
験
会
場
東
梅
大
学
湘
南
校
骨

マ
願
欝
受
け
付
け

・
期
日
四
月
2
日
(
木
)

・
場
所
煤
農
業
会
館

な
お
、
危
憤
物
取
扱
者
試
験
車
晴

講
習
舎
が
、
同
月
四
日
(
日
)
に
日

産
議
体
第
1
地
医
層
生
セ
ン
タ
で

行
わ
れ
る
。
受
講
希
望
者
は
、
情
関

本
部
予
悶
謀
(
内
綿
一
一
一
九
二
)
へ
。

す
会
場
平
暗
合
同
庁
舎

7
申
し
込
み

9
R即
日
か
ら
受
け

付
け
る
。

9
月
却
日
ま
で
に
、
所
定

の
用
紙
で
一
消
前
本
部
予
肪
課
(
内
綿

一一一九一一)へ

一
恩
給
等
の
巡
皆
様
談
一

県
で
は
、
出
曹
人
、
戦
構
病
半
旬
、

戦
投
者
連
旗
等
を
対
象
に
、
恩
給
や

遺
族
年
金
等
の
巡
回
相
誌
を
行
一
っ
。

マ
日
時

9
汚
四
日
(
月
)
午
前
叩

時
1
午
後
4
時

マ
会
場
平
塚
市
福
祉
会
館

守
横
闇
巨
大
地
揮
と
地
域
の
防
災

マ
講
師

N
H
K解
説
垂
員
研
藤

和
明
氏

マ
期
日
刊
月
4
目
、
日
月
日
目
、

0
3
8
3
 

-
F
1
f
 

・
時
間
午
前
9
時
泊
分
S
午
後

4
時
加
分

マ
会
場
平
塚
市
勤
労
金
鮪

マ
内
容
電
子
回
路
町
基
礎
と
応
用

マ
申
し
込
み
先
市
商
工
課
工
業
部

(
内
綿
五

O
七
)
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守
勤
務
場
所
境
貿
公
民
館

マ
手
当
月
額
二
万
五
千
六
百
円

V
管
理
人
室

6
策
2
問、

4
a
5

畳
、
台
所
、
風
目
場

マ
応
募
賢
措
③
市
内
在
住
田
嬉
躍

な
輔
人
で
、
田
和
問
者
と
住
み
込
み
可

解
な
方
②
満
制
措
以
下
町
方

マ
ふ
申
し
込
み

9
月
初
臼
(
火
)
ま

で
に
、
市
臨
の
腫
療
事
に
写
真
添
付

申

う

え

一

、

宮

(

肉

親

五

二
田
)
へ
。

童寵422響

門

v
揖
格
①
絵
画
、
彫
刻
の
範
閣
で

叩
点
ま
で
②
1
人
2
点
以
内
③

額
、
橿
額
で
直
ち
に
展
示
で
き
る
物

マ
出
品
料
燕
料

マ
搬
入
叩
月
四
日
(
日
)
午
後
1

時
J
3
4
時
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
要
員
会
社

会
教
育
課
(
内
線
五
七
四
)
へ
。

歌
会
総
の
詠
進
数
を
↑

守
お
題
「
木
」

樹
と
詠
ん
で
も
よ
い

マ
詠
進
要
閣
①
未
発
衰
の
自
押
の

軟
で
1
人
1
首
と
す
る
②
用
紙
は

半
紙
で
、
毛
筆
で
自
筆
す
る
③
一
代

筆
目
安
庭
、
別
紙
に
代
筆
者
白
性

所
、
氏
名
、
理
由
を
書
く
④
書
式

は
半
紙
2
つ
折
り
に
し
、
開
い
て
右

半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
て
生
年
汚
目
、
職
業
(
具
体
的

に
)
を
縦
書
き
に
書
く

ヤ
締
め
切
り
四
月
日
日

マ
あ
て
先
千
四
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
1
番
2
号
管
内
庁
(
封
簡

に
詠
進
歌
と
書
き
添
え
る
)

マ
日
程
日
月
6
日
か
ら
2
月
刊
日

ま
で
の
第

z、
第
3
月
曜
日

・
時
間
午
前
日
時
l
u時

守
会
場
東
部
福
祉
会
館
白
寿
荘

マ
受
講
資
格
市
内
在
住
で
的
措
以

上
の
方
(
先
着
目
人
)

マ
申
し
込
み
先
字
離
市
福
祉
会
館

(
電
話
回
j
二
三
三
一
二
)

入
国
管
理
局
で
は
、
特
例
永
住
許

可
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

対
象
は
、
終
戦
前
か
ら
引
き
続
き

日
本
に
在
留
し
て
い
る
朝
鮮
半
島
・

台
時
出
身
の
方
と
、
そ
の
車
系
の
子

孫
と
し
て
臼
本
で
生
ま
れ
引
き
続
き

在
留
し
て
い
る
方
で
あ
る
。

10 Fl 4国 〈ニ主) 10丹 11日 {ニ七)

9 : 00 神田公民館 9: 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 9: 20 調賀公民轄

9 : 50 盟国公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 塘島公民館:10 : 00 富士見公民輯

10: 30 金田公民館:10: 30 中車公民館〆

10: 50 関崎公民輯:10 : 50 旭公民賠

日間金呂公民舘!日 15 吉沢公民館

申
請
期
限
培
、
日
月
紅
白
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
人
雷
管
理
局

慣
揖
支
局
(
電
話
O
四
五
六
八
一

六
八

O
こ
へ
。

えぶ耳語ちほ「ちしはをそのてっ てまあて道 てこ「すくれ丈れつへ くにさミ れまま大
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553受託tZ容を52525安23F1ぞ主計句 読ZUZ52以青春325塁手
R雪25空間同ド553?iZそ522星空ZR25E狩襲。日供与詣
れさを詩Mg主ドぷ353;;望号む 222雪ZT許可き3主計定
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15時駅北口〈車樺大芋ロータ アクトラプ)/9
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く〉ご協力ありがとうございましたは月)
駅北口222本、駅南口93本、農協教育センタ-44

本、イ主友麓機械工業日本、タイクマ(平塚中郡薬
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三共92本合計967本
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